
2007年度 小委員会活動成果報告 
（2008 年 2月 13日作成） 

小委員会名 建築教育研究小委員会 主 査 名：阿部 浩和 
就任年月：2007年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築教育本委員会 委員長名：稲葉 武司 
主 査 名： 

設 置 期 間    2007 年 4月  ～  2011 年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・教育カリキュラム、教育技術、教育制度など建築教育に関わる基本的な課題・

問題について調査研究を行う。 
・建築教育研究小委員会の情報共有及び情報発信のためのポータルサイトを立ち

上げ、研究支援活動の充実をはかる。 
・海外における建築教育の事例収集を実施するとともに、建築教育の国際化のた

めの調査研究を実施する。 
委員公募の有無：有 

委員構成 
（委員名（所属）） 

阿部浩和（大阪大学）横山ゆりか（東京大学）森傑（北海道大学）鈴木広隆（大阪市立大

学）山内一晃（名古屋女子大）妹尾理子（香川大学教育学部）西村伸也（新潟大学） 
平沢岳人（千葉大学）久木章江（文化女子大学）伊藤俊介（東京電機大学） 
斉藤理（東京理科大学）宮本昌彦（大阪市立デザイン教育研究所）藤本佳子（千里金蘭大

学）富岡義人（三重大学大学）連健夫（連健夫建築研究室） 

設置WG 
（WG名：目的） 

WG名：建築教育シンポジウム企画WG 
目 的：各年度の企画立案、運営実務 

2007年度予算 150,000円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HPアドレス：無 

 
項  目 自己評価 
委員会開催数       ３ 回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は除く） 
１．－ 

講習会 １．－                      参加者数   名 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

１．（名称 第８回建築教育シンポジウム         参加者数  41名
  （資料名）建築教育研究論文報告集 No.8 

大会研究集会 １． －                      参加者数   名 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 

１．第８回建築教育シンポジウムにおいて、「大学で学ぶ建築設計、巨匠に学ぶ

建築教育」「実習・演習授業の開発と評価」「高齢者・障害者とスケールに関する

教育」「建築における遠隔教育・実務教育」などの視点でわが国の建築教育への

展望を主題とした講演会を開催し、教育研究小委員会からは７編の建築教育に関

わる研究論文を発表した。これらは当委員会の対外的意見表明である。 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．教育カリキュラム、教育技術、教育制度など建築教育に関わる基本的な課題

に関する調査研究については、第８回建築教育シンポジウムが、参加者、論文数

ともに前年度に比べ大幅な増加となったこと等より十分に達成されたと考える。

２．情報共有及び情報発信のためのポータルサイトの立ち上げに関しては目下コ

ンテンツを集積中であり、達成度は 50％である。 
３．海外における建築教育の事例収集、建築教育の国際化のための調査研究につ

いては第８回建築教育シンポジウムにて香山、光井両講師による米国の事例紹介

を行うことにより初年度としては十分に達成されたと考える。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．委員が全国に散在するため、一堂に会して討論する機会が少ない。 
２．教育研究に関する内容は幅が広く、諸分野を統合するテーマ設定が難しい。

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


